
11 広島県公立高等学校入学者選抜 自己表現の実施方法・評価 
 

令和８年度の広島県の公立高等学校入学者選抜の一次選抜の実施内容には、一般学

力検査、調査書、自己表現、学校独自検査の４つがあります。ここでは、自己表現の実

施方法や評価を中心に説明していきます。 

自己表現は、「広島県の 15 歳の生徒に身に付けさせたい力」である「自己を認識し、

自分の人生を選択し、表現することができる力」がどのくらい身に付いているかをみ

るため、令和５年度の入学者選抜から導入されました。 

自己表現は、個人ごとの面談形式で実施され、実施時間は１人当たり 10 分以内とな

っています。ただし、この 10 分というは、入室から退出までの合計時間で、実際に自

己表現を行う時間は５分以内です。その時間内に、受検者は、自分自身のこと（得意な

ことやこれまで取り組んできたことなど）や、高等学校に入学した後の目標などにつ

いて、自分で選んだ言葉や方法で表現します。その後、検査官から、自己表現の内容に

対して、補足的な質問があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

自己表現については、基本的なガイドラインとして次のことが定められています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

このガイドラインによれば、例えば、太鼓が得意な受検生は、大きな音が出るため、

実際に検査場で太鼓をたたくことはできませんが、自分が太鼓をたたいているシーン

を撮影しておいて、動画で提示することができます。 

ただし、タブレット等を使用する場合は、通信機能（インターネットへの接続等）を

使用することはできないため、オフライン状態で使用できるようにしておかなければ

なりません。また、検査会場内のコンセント等を使うことはできないので、事前に十分

に充電できているかどうかを確認しておく必要があります。 

・実施可能な表現方法は、原則、受検者本人が一人で時間内に準備し、実施でき

るものとする。ただし、検査場内で実施できないもの、他の受検者に影響があ

るもの、安全面で問題があるもの等は実施できない。 

・必要に応じて、次の物品を使用することができる。  

受検者本人が一人で検査場まで持ち運ぶことができるもの。  

安全面で問題がないもの、管理上問題がないもの。  

・タブレット等は、次の場合に限り使用することができる。  

プレゼンテーションソフトを使用し、画面を提示しながら実施する場合  

写真等の画像、音声及び動画を提示する場合（音声及び動画は 30 秒以内） 

（出典：広島県教育委員会HP「令和７年度広島県公立高等学校入学者選抜 自己表現の実施について」をもとに作成 
https://www.pref.hiroshima.lg.jp/uploaded/attachment/597339.pdf） 
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☆「自己表現」 
 「自己表現」の時間は５分以内です。その時間
内に、受検者は、自分自身のこと（得意なこ
とやこれまで取り組んできたことなど）や、
高等学校に入学した後の目標などについて、
自分で選んだ言葉や方法で表現します。 

☆質問・回答 
 検査官から、「自己表現」の内容に対して、補
足的な質問があります。 
時間は、回答する時間を含めて３分以内です。 

自己表現の流れ（一次選抜の場合） 

 

（出典：広島県教育委員会 HP（自己表現 リーフレット）をもとに作成） 

 



配点は検査官１人当たり 15 点満点で、評価の観点、評価規準等は、全校共通で次の

ように定められています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
 

 
 

これによると、評価の観点は３つで、「評定」は、４点を基準とし、評価の観点ごと

に、５点（「十分に満足できる」状況と判断されるもの）、４点（「おおむね満足できる」

状況と判断されるもの）、３点（「努力を要する」状況と判断されるもの）のいずれかで

評価されることになっています。（２点や１点、０点はありません） 

例えば、評価の観点の「ア 自己を認識する力」では、「自分自身のことを認識する」

ことが「おおむね」できていれば「４点」、「十分に」できていれば「５点」、できてい

なければ「３点」ということになります。 

このように評価基準が事前に明示されているため、受検生のみなさんは自己表現で

何をどのようにすればよいのかについては、ある程度イメージできるのではないかと

思います。しかし、「十分に」と「おおむね」の違い、そして「できていない」とは具

体的にどういう状態なのかについては、抽象的でイメージしにくいかもしれません。 

「入学者選抜情報」コーナーの「10 令和８年度広島県公立高等学校入学者選抜の

合格者選抜方法について」でも説明したとおり、「自己表現」は配点の比重によって、

換算点に大きな差が出る可能性があります。 

それだけに、「どんな工夫をすれば５点に評価されるのか？」「３点に減点されない

ためにはどのようなことに気を付ければいいのか？」ということは、受検生にとって

は事前に知っておきたいポイントの一つといえるでしょう。 

令和５年度の新制度の開始以降、広島県教育委員会は制度改善の参考とするため、

公立中学校・高等学校等を対象にアンケートを実施し、その結果をまとめた「新しい広

島県公立高等学校入学者選抜制度に係る成果と課題について」を毎年８月に公表して

います。 

そのうち、令和６年８月の資料では、「自己表現の評価に関して、客観性、妥当性が

分かりにくい」という意見が中学校等から寄せられています。さらに、令和７年８月の

資料でも、「採点基準が示されているが、満点の姿が分かりにくく、具体的な評価ポイ

ントが分からないので指導が難しい」との意見が寄せられています。 

これらの資料からは、自己表現の評価については、受検生のみなさんだけではなく、

中学校の先生方も分かりにくさと感じていることが伺えます。 

とはいえ、今できることを一つずつ丁寧に進めて行くことが合格への近道です。 

（出典：広島県教育委員会HP「令和７年度広島県公立高等学校入学者選抜 自己表現 評価の在り方」から一部抜粋 
https://www.pref.hiroshima.lg.jp/uploaded/attachment/553307.pdf） 

 

自己表現 評価表 

 


